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参加企業募集中

エアーウォーター北海道株式会社様より担当者1名、学⽣メンバー7名（うち
留学⽣2名、ビジネススクール社会⼈学⽣2名）が参加しました。「アフター
コロナの世界で、北海道がより輝くには？」という課題に対して、イノベー
ションを起こすべく奮闘していました。コロナの影響により、オンラインで
どこからでも参加できる時代になっており、今回は、韓国から参加してくれ
た⽴命館⼤学（APU）の留学⽣もいました。⽇本の学⽣に負けじと頑張って
くれていました（右横写真スクリーン）。「オンラインで⼤丈夫なの？」と
不安に思う⽅、ご安⼼ください！ DemolaではオンラインツールのMiroや
Slackなどを駆使し、プログラムを実施しております。右横の写真は、Final 
Demonstra8on時の⼀枚になります（Final Demonstra8onでは、対⾯での開催
が可能となりました）。

×

2021年度
1st  4月-5月 *参加申込〆切 (2021/1月末)
2nd  8月-9月 *参加申込〆切 (2021/5月末)
3rd  10月-12月 *参加申込〆切 (2021/7月末)

ご不明な点がございましたら、こちらよりご連絡ください！

TEL: 011-706-9485   FAX: 011-706-9550

2020_2nd Final Demonstration

2021年度のDemolaプログラムは、以下の⽇程で開催しています。是⾮、
ご参加いただけましたら幸いです！（ケースの作成は、無料で⾏っていま
すので、お気軽にお声がけください）

10⽉17⽇より2020 3rd Demola Hokkaidoが始まりました。3つの企業様がご参
加下さっています。前回のDemola Hokkaidoに続いて、基本的にオンライン
で開催しています。今回も、⽇本中の⼤学から様々な学⽣が集まってくれ
ました（新しく東京理科⼤学から3名、合計8つの⼤学からの参加）。参加
⼤学数は年々増えており、多様な学⽣と熱意ある企業担当者の⽅との化学
反応が⽣まれています。

ミーティングの様⼦

オンラインツールを⼯夫して使⽤

No.1

E-mail: demola@mcip.hokudai.ac.jp

2020 3rd Demola Hokkaido企業課題の詳細など
はこちらのQRコードよりご確認ください→

Demola ⼀⾔川柳
モチベーション、あげて起こすは、イノベーション
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＊かかる費用について
・参加費：10,000ユーロ （企業参加者1名の場合）
・成功報酬（ライセンスを希望する場合は参加費に加えて下記の費用が発生）
ライセンス料：5,000ユーロ～
（権利内容により異なる。学生への成功報酬となります）

＊2021年度 DEMOLA HOKKAIDO 開催予定
2021_1st 4月 ‒ 5月 *参加申し込み〆切 (2021/1月末)
2021_2nd 8月 ‒ 9月 *参加申し込み〆切 (2021/5月末)
2021_3rd 10月 ‒ 12月 *参加申し込み〆切 (2021/7月末)

Demola のスキーム

＊多様な学⽣（4-6⼈/チーム）
・北海道⼤学、⼩樽商科⼤学ビジネススクール
・その他⼤学の学⽣、留学⽣が参加
・志望動機などを元に選抜
・原始的に成果の所有権は学⽣チーム

＊企業担当者（1-2名/社）
・担当者もチームの⼀員として議論に参加

Demolaプログラムの具体的な流れ
①課題を
ヒアリング

ご興味を持っていただけましたら、まずは北海道大学のファシリテーターがお伺いし、詳しい
内容をご説明いたします。貴社が今考えている課題もしくは将来的な展望等を丁寧にヒアリン
グ致します。

②課題を
絞り込む

全世界に広がるDemolaネットワークのノウハウを活用して、課題を絞り込んでいきます。

③課題概要の
作成と契約

企業課題をさらにブラッシュアップし、必要な学生のスキルなどを決め課題概要（ケースディ
スクリプション）を作成します。課題概要を確認し、参加可否のご判断をいただき、良ければ
契約締結と参加費を頂きます。

④学生を募集 作成した課題概要をDemola北海道のホームページに公開し、チームの一員となる学生を募集
します。

⑤チーム
ビルディング

応募してきた学生の中から、経歴やスキル、そして何より熱意を判断材料に、ファシリテー
ターが最適な学生を選び、チーム編成を行います（学生は5名程度）。
チームには、企業からも1～2名メンバーとして参加して頂きます。

⑥ワーク
ショップ

課題解決に向けたワークショップやディスカッションを行います。約2カ月間（週1回程度の
頻度）で行います。なお、最終プレゼンテーションを行い、考案したビジネスコンセプトやア
イディアを発表します。

⑦ライセンス ライセンスを希望する場合には、対価を支払うことでアイディアの権利利用が可能となります。


